











































る ST-MMTの頻度および過去 5年半での ST-MMT依
頼症例の微細石灰化所見,病理結果について検討した.
【対 象】 ①平成 24年 1月から 12月まで検診で要精査
となり当院を受診した 778例.②平成 19年 5月から平
成 24年 12月まで当院で ST-MMTを依頼した 100例.
【結 果】 ①検診で要精査となり当院を受診した 778例
のうち MMG所見で 要 精 査 と なった の は 492例
(63.2％).このうち微細石灰化が理由で要精査となった
のは 121例 (24.6％).121例中の乳癌は 8例 (6.6％,DCIS
 
4例, IDC 4例)であった.これら 8例中 7例はUSでカ
テゴリー4,細胞診も?b以上であった.USで所見が無く
ST-MMTが必要であったのは 1例 (0.8％)であった.②
過去 5年半に経験した乳癌は 635例であり, この期間に
ST-MMTを依頼したのは 100例であった.微細石灰化
のカテゴリー分類は 3:57例,4:39例,5:4例.病理所
見は IDC 4例 (うち Predominant intraductal component
 
2例),DCIS 16例,mastopathy 45例 (うちADH/DH 7
例),FA 4例,No malignancy 31例であった.カテゴリー
4と 3では 4の方が乳癌の頻度は高かった.微小円形石
灰化では殆どが大小,濃淡が不均質で石灰化ににじみが
あると判断したが.これらの所見で癌の頻度に差はな
かった.100mm?あたりの密度においても差は認めなかっ
た.【考 察】 MMGで微細石灰化が理由で要精査と
なった乳癌症例のうち,ST-MMTでなければ診断できな
かった症例は少なく,多くはUSで何らかの所見があり
細胞診で方針を決めることができていた. US,細胞診で
の所見が乏しい或いは診断に至らないと判断し ST-
MMTを近隣施設に依頼した 100例のうち 20％が乳癌
であった. ST-MMTの効率を考えるうえで特にカテゴ
リー 3症例の判断が重要であるが,癌と非癌を区別でき
る明確な基準は得られなかった.
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